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平成 30 年度の海部会の活動進捗報告 

 

海部会の⽬標とテーマ 

海部会の 3 ヶ年（平成 28～30 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

豊かな海の再生 
○三河湾のアサリの資源回復に関する現状の課題について認識

を共有し、解決に向けた取り組みを検討する。 

≪3 ヶ年の目標≫ 

●山部会、川部会との合同 WG の場を年 1 回以上は設置するとともに、会員同士の交流を深め、部会間

の各会員が協働して具体的な活動を実践する。 

●矢作川をフィールドとして環境活動を実践している団体、個人の方には本懇談会活動への参加を依

頼し、同志の輪を広げる。 

●矢作川流域の山、川、海で活動する人、団体が気軽に集まることができ、みんなで情報を共有し、外

部に発信することができる活動拠点の場をつくる。 
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活動実績 

活動内容 日時 場所 議題 

第 37 回ＷＧ 

（吉田） 

19 名参加 

7 月 30 日（月） 

13:30-16:30 

吉田海岸 

西尾市吉良支所 

・吉田海岸のアサリ漁場の現地視察 

・愛知県水産試験場の調査結果の概要説明 

 

第 1 回合同部会 WG 

（岡崎） 

43 名参加 

8 月 24 日（金） 

13:30-17:00 

岡崎市宮崎学区 

市民ホーム 

・アサリの漁獲量減少と海の栄養塩に関す

る研究事例  

・水質浄化に関する最近の研究事例  

・電気伝導率からみた矢作川本川の水質実

態と流域構造の特徴 

・矢作川中流域の水質 ―水質の長期変動

と他河川との比較― 

・植生遷移に伴う水質の変化 ―東大演習

林における事例― 

第 38 回ＷＧ 

（吉田） 

19 名参加 

10 月 24 日（水） 

11:30-15:00 

吉田海岸 

西尾市吉良支所 

・吉田海岸のアサリ漁場の現地視察 

・アサリの減少と生息環境の変化について 

第 39 回ＷＧ 

（西尾市） 

17 名参加 

12 月 19 日（水） 

14:00-16:00 

西尾市役所会議棟 

第 4会議室 

・三河湾のアサリ減少と海の環境について 

・三河湾で不漁となったアサリの餌となる

ケイ藻のいま 

第 10 回まとめの会

（西尾市） 

16 名参加 

1 月 31 日（水） 

14:00-16:00 

西尾市役所会議棟 

第 4会議室 

・今年度の活動進捗報告 

・次年度の活動計画 

※参加人数は事務局含む 

 



3 

海部会 平成 30 年度の活動成果 まとめ 

■三河湾におけるアサリ漁業実態の情報共有 

・吉田海岸アサリ漁場を現地視察し、吉田漁業協同

組合の石川組合長から近年のアサリ漁獲量の変

動と海の環境変化について話題提供をいただき、

三河のアサリ漁業の実態について情報共有を行

った。 

・水質の排水規制と海の貧栄養化の関係、アサリの

生息限界について、最新の研究事例と知見を鈴木

副座長から解説していただき、情報共有を行った。 

 

■合同部会への参加 

・矢作川の水質をテーマとした山、川、海の合同部

会に参画し、鈴木副座長が三河湾におけるアサリ

の漁獲量減少と海の栄養塩に関する研究事例、伊

勢・三河湾流域ネットワーク）井上祥一郎氏が水

質浄化に関する最近の研究事例について発表さ

れたほか、山、川部会員から発表された各種テー

マについて情報共有と意見交換を行った。 

 

 

■愛知県水産試験場による調査結果の情報共有 

・三河湾におけるアサリの資源回復に向けた取り組

みとして、愛知県水産試験場が実施したアサリの

生態と環境条件の各種調査結果について、全国水

産技術者協会の石田基雄氏から解説していただ

き、情報共有を行った。 

 

 

 

 

■アサリの餌となるケイ藻についての話題提供 

・井上祥一郎氏から、アサリの成長に寄与する

餌料生物＝ケイ藻の基本的な知識と矢作川

流域にてどのような変化が起きてきたかを

解説していただいた。 

 

 

 

吉田海岸アサリ漁場での現地視察 

鈴木副座長による合同部会での話題提供 

愛知県水産試験場による調査結果の解説 

アサリの餌となるケイ藻の解説 
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今年度の活動⽅針に対する進捗状況と具体的な解決策の検討・提案 

豊かな海の再⽣ 

三河湾のアサリの資源回復に関する現状の課題について認識を共有し、解決に向けた取組みを検討する。 

今年度の活動内容 

《三河湾におけるアサリ漁業実態の情報共有》 

 ・吉田漁業協同組合の石川組合長から、近年の三河湾におけるアサリ漁業の実態と海の環境変

化について話題提供をいただいた。 

【話題提供内容】 

○愛知県水産試験場が公表したアサリの漁獲量（平成 18 年度以降）の推移をみると、知多で

は平成 28 年以降漁獲なし、最も多く獲れていた西三河でも平成 29 年時点で 88 トンにまで

落ち込んでいる。 

○水産試験場の調査では、10mm に満たない小さなアサリが産卵するという事実がわかり、また

秋の産卵後の食べ物が海にないことが予想されている。 

○ノリに関する栄養塩調査で海水のリンの値が調べられており、平成 25 年くらいから右肩下

がりとなっており、矢作川浄化センターのリンの処理量に反比例して減少している。 

○現在の 2倍～3倍の海への放出量を試験的に実施していただくよう依頼した。昨年 11 月から

3 月まで実施した結果、感覚的ではあるが光沢や触感の良好なノリが生産できるようになっ

たと感じている。 
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《水質の排水規制と海の貧栄養化の関係および行政の取り組み》 

・鈴木副座長から、海の貧栄養化対策として昨年から取り組まれている矢作川浄化センター

の管理運転の概要、周辺自治体の取り組みについて話題提供をいただいた。 

【話題提供内容】 

○昨年、矢作川浄化センターの管理運転が実施されたが、これによって海に供給される窒素、

リンの量が大幅に増加している。特に今年の冬を越せるどうかは 1か月前の状態が重要であ

る。自動観測の結果を見る限り、去年よりはいいのではという見解である。 

○ただ、冬に温度が高いと基礎代謝が高まり、餌量が増えたとしてもそれを消耗してしまう心

配もあるが、劇的に回復する可能性もあると思う。 

○管理運転で成果があるという話で広がっていることから、市町の公共下水道もそれにならう

方向で動いており、田原市、常滑市、蒲郡市などでは窒素、リンの放流濃度を上げる取り組

みが実施されている。県漁連が管理運転の要望をあげて、県が実施をしたということは大き

な原動力になっていると考えている。 

○国の環境行政は海の環境が劣化しているスピードに対応できていない。環境の変化は緩やか

に起こるという先入観がある。アサリの生死の成長モデルは基準値を超えると全滅になる。

今回の瀬戸内、三河湾の件で環境省も前向きにとらえるようになってきたと思う。 

 

 

《愛知県水産試験場による調査結果の情報共有》 

・全国水産技術者協会 東海・北陸支部の石田基雄さんから、愛知県水産試験場が実施した

アサリの生態と環境条件の調査結果について解説していただき、情報共有を行った。 

【話題提供内容】 

○なぜ、アサリが急激に減少したか・・・色々な検討が進められている中で栄養塩が不足しつ

つあるという考えにたどりついた。 

○様々な環境条件が連動して、海の環境が形成されている中で、唯一直線的に変化しているの

が、陸域からの栄養塩の排水制限量であり、それと同時に水産資源が直線的に減少している

という傾向がある。 

○伊勢湾、三河湾に流入する陸域から発生源推測結果によると、最近のリンの発生量は 1980

年頃の発生量が 1/２程度であり、窒素については 3～４割程度との報告がある。 

○汐川干潟でも同じ現象が起きている。過去はドロドロした干潟であったが、今は固くてきれ

いな干潟にかわってしまっている。 
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《アサリの餌となるケイ藻についての話題提供》 

・伊勢・三河湾流域ネットワークの井上祥一郎氏からアサリの餌となるケイ藻についての基本的知識

や矢作川流域での現状について、話題提供をいただいた。なお、当日の発表資料については、今

までの井上氏の発表内容についてヒアリングしながら事務局側で作成したものである。資料は巻末

に付した。 

【話題提供内容】 

○森林域：健全な森づくりは、ケイ酸が溶け込んだ湧水をはぐくむ。その結果、アサリにとって有益な

餌料となるケイ藻が育つ。ケイ酸が地下水に溶け込むことが重要であることから、今以上に浸透能

が向上できればよい。人工林の適切な手入れが必要と一般的には言われているが、研究面での結

論が出ているわけではない。 

○ダムの湛水域：滞留する水域があるとそこでケイ藻が多く生育することとなり、Si が収奪され、海に到

達する前に減少してしまう。適切なダム配置が重要となるが、治水・利水状況を勘案して決めるべき

課題が多い。 

○河川を流下する水量：かつてより流量が減少していることが指摘されている。豪雨のあとに海の漁獲

量が上がっていることからも、三河湾の湾口深場に滞留する栄養分（ケイ藻の必須元素）がエスチュ

アリー循環によって引き上げられるしくみを作ることができればよい。 

○湿地・水田：フルボ酸鉄は植物プランクトン（ケイ藻など）の光合成に必須の物質であるが、水田（疑

似湿地）からも供給される。フルボ酸鉄の供給源である、これらの地域の復元により、供給量を増大

することができる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②今後の課題 

〇海の環境モニタリングによる情報の蓄積と市民への情報発信 
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海部会の設立 10 年目の活動計画 

 次年度の活動⽬標 

来年度は、9 年間の取り組みの成果をとりまとめるとともに、これまでのテーマについて、ひきつ

づき情報共有と意見交換を行う。 

 

 テーマ別の活動⽬標 

2.1 豊かな三河湾の再生に向けた取り組み 

アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意見交換と、海の

モニタリングによる情報の蓄積および市民への情報発信を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


